
締めくくり質疑（12月16日）

予算決算委員会の審査概要 全議員で構成する当委員会で、令和4年度補正予算及び関連議案について審査を行いました。
質疑の詳細は、熊本市議会ホームページの会議録等をご覧ください。

熊本市軌道条例の一部改正について ・値上げに至った経緯や利用者への影響等

32

おしえて
ひごまる

インクルーシブ教育（※1） ・・・・・共生社会の実現に向けて、障がいの有無を問わず、すべての子どもができるだけ共に学び共に育つことがで
きる体制や条件整備を行うこと。

発達性ディスレクシア（※2） ・・・

web3.0（※3） ・・・・・・・・・・・・・・・・・

知能発達に遅れはなく視覚・聴覚機能にも問題はないものの、文字の読み書きに限定した困難を示す状態（読
み書き障がい）。成人に発症した機能障害と区別するために「発達性ディスレクシア」と称されることもある。
分散型のWebサービスが主流となる次世代インターネットの概念。管理主体を持たず、ユーザー同士が
分散的に情報やサービスを管理、運用する。透明性や弾力性の高いインターネット環境が実現すると考え
られている。
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島津　哲也議員

台風14号襲来時の避難所開設の選定判断は。
また、高齢者などに配慮した避難所の環境整備
の取り組み状況は。

気象情報や避難所ごとのハザード情報などを
考慮し、開設を判断している。また、バリアフリー
などの避難所の環境整備に取り組んでいる。

4月末から実証実験が行われている
が、課題や問題点、利用者からの要望
などはないか。

駐輪ポート以外へ一時的に駐輪できる機能の
要望があっている。今後も機能の追加や駐輪
ポートの増設などで利用促進を図っていく。

災害時の避難所 シェアサイクルサービス「チャリチャリ」

仮定として、耐震問題などが解決し
た時のために、岡山市新庁舎の
先進的建築法を研究しては？

本市の庁舎を建て替えることとなっ
た場合は、岡山市の事例なども参
考にしながら、検討を深めていく。

平成2年からお願いしておりました、池田小学校プール
体育館合築建設の落成時期は、予定通りか？

文化財課の調査の結果、埋蔵物は発見されなかった
ため、当初の予定どおり、令和６年２月末に完成する
予定である。

市庁舎建て替え問題から、岡山市新庁舎について 池田小学校のプール体育館合築建設落成時期は？

自治会などの活動における担い手不足
への支援と、ごみステーション管理の
負担軽減に早急に取り組むべき。

地域活動や自治会をみんなで支える仕組みづ
くりに取り組む。自治会などの意見を伺いなが
らごみステーションの負担軽減に取り組む。

「責任の所在があいまい」「身内意識が強い」と指摘され
る課題の改善に向けて、今後どう取り組まれるのか。

今回の反省と教訓を生かし、教育委員会と学校が良い
緊張感の中で連携し、よりよい教育をつくれるよう強い
覚悟をもって取り組む。

自治会など地域団体が抱える課題 市教育委員会の課題改善に向けた取り組みは

安心して医療サービスが受けられるように、
償還払い制度から現物給付方式への制度変更
を求める。

他の公費負担分との重複受給の防止、国民健
康保険の国庫負担分の減額という課題があ
る。他都市の事例などを参考に検討していく。

公共交通の待合環境の改善に加えて、誰もが街
なかで休める場所としてベンチの設置を進めて
はどうか。

バリアフリー化促進や福祉の観点からバス停
ベンチの必要性は高いと考えており、バス事
業者などと連携し、具体的手法を検討する。

子ども医療費の償還払いを現物給付へ 福祉の観点を取り入れたベンチの設置を

学校給食無償は256自治体、政令市（千葉・
神戸・大阪・堺）でも部分的・コロナ対策で実施。
熊本市でも実施を。

地方創生臨時交付金の物価高騰対策で食材費
助成を行っており、今後は子育て世帯への支援
として一定の負担軽減について検討する。

「現庁舎は耐震性能が不足する」の耐震分科会
結論は建て替えありき。現時点で市民への説明
責任を果たすべき。

有識者会議の答申前であっても、分科会や有識
者会議の審議内容などを市民の皆さまに丁寧
に発信し、ご理解いただけるように取り組む。

憲法で「義務教育は無償」、学校給食は無償に 「建て替えありき」の耐震性能分科会の審議

一人一人の教職員に関して、その指導の在り
方と授業について子どもたちに定期的にア
ンケートをとるべきでは。

教員の指導について、子どもたちの声を聞く
ことは重要と考えており、アンケートは指導
力向上に資するような実施方法を検討する。

「子どもを死なせない社会の実現に向け取り
組む（任期中実現）」について自殺という観点
からの総括は。

子どもに関わる部局が連携を強化し、全ての
職員が子どもの命に向き合い、命をお預かり
しているという強い覚悟で職務にあたる。

体罰・暴言・不適切指導の再発防止 大西市長マニフェスト2018の総括

産後ケア・病児病後児保育事業の拡充が必要。
受入施設増加のための事業者支援と利用者
サービスの充実を図るべき。

現時点で施設数は概ね確保できている。引き
続き施設運営への支援や利用者ニーズに応じ
た丁寧な対応について改善を検討していく。

自治会の高齢化と加入率低下が課題。市からの事務
委託を見直すと共に、ベテランの市職員をマンツー
マン型で地域に配置を。

自治会の役割の見直しや、ガイドラインの策定に
取り組むと共に、60歳を超えた職員の地域への配置も、
活躍の場の一つとして検討する。

子育て支援、共働き世帯支援の拡充 自治会活動の負担軽減と行政からの人的支援

今年度から開始した学校プール統廃合モデル
事業。今年度の実施内容と検証結果を踏ま
え、来年度以降の計画は。

無電柱化は、道路の防災性の向上や安全性、
快適性の確保、良好な景観形成に重要な施
策。進捗と今後の計画は。

残す花立２丁目交差点から益城町までの区間
は、令和7年度までの着手を目標に電線管理
者と無電柱化に向けた協議を行っている。

学校プール統廃合モデル事業の検証と今後 県道熊本高森線の電線地中化へ

落水　清弘議員

緒方　夕佳議員

藤山　英美議員

山内　勝志議員

大石　浩文議員

上野美恵子議員

井本　正広議員
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田島　幸治議員

浜田　大介議員
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田中　敦朗議員

三森　至加議員

一般質問 第4回定例会の主な質問内容は次のとおりです。
なお質問の詳細は、熊本市議会ホームページの会議録等をご覧ください。 ※新型コロナウイルス感染症への取り組みとして、壇上にアクリル板を設置するとともに、マスク着用の上、質問を行いました。

くまもと市議会だより ● 令和5年（2023年）3月 第45号くまもと市議会だより ● 令和5年（2023年）3月 第45号

可決された意見書 市議会では、国会または関係行政庁に意見書を提出することで、議会としての意思を
表明します。第４回定例会では、４件の意見書が可決（内１件が全会一致）されました。

発議第22号
発議第23号
発議第24号
発議第25号

子育て家庭等の経済的負担の軽減措置や子供の貧困対策を求める意見書について
帯状疱疹ワクチンへの助成及び定期接種化を求める意見書について
国民の理解を得ながら着実に防衛体制の整備を進めることを求める意見書について
自衛隊施設の耐震改修を早急に行うことを求める意見書について

※発議第２２号は、
　全会一致で可決されました。

地域の集いや健康体操の開催など、心臓
突然死のリスクが高い場所のため、市主体で
優先的なAED配置の推進を。

地域コミュニティセンターは、災害時に活用
される施設でもあることから、AED設置に向
けて関係部局と協議を進める。

障がいのある子どもとの接し方に対する教員への
教育や、専門家による相談窓口など、教育委員会の
支援体制は。

学校訪問での助言や特別支援学級で指導を経験す
る研修等のほか、相談窓口として教育相談室や学校
教育コンシェルジュなどが対応している。

地域コミュニティセンターへのAED設置 共に学ぶ教育、インクルーシブ教育（※1）について

今後のテント型パーテーションなどの活用と、
アルミ軽量折り畳み式ベッドのスポーツセン
ター・小中学校体育館への配備は。

避難者の多様なニーズの把握に努めるとともに、
今後は、小中学校やスポーツセンターにおいて
も、軽量折り畳み式ベッドなどの充実に努める。

設置費用は高額だが、熱中症のリスクが
高い学校からなど、体育館の空調設備設置を
計画的に進めていくべき。

体育館の空調設備設置は防災の面からも重要
と認識しており、中期財政計画、他都市状況、
脱炭素社会への課題などを踏まえ研究する。

避難者に寄り添った避難所環境へ改善を 学校体育館への空調設備設置の推進

史上最年少で3冠王に輝いた村上選手の功績を讃え、
「熊本市民栄誉賞」を創設し、授与してはどうか。

今年の村上選手の活躍を契機に、功績を称える
新たな賞として「市民栄誉賞」を設立し贈らせて
いただきたいと考えている。

中学校の部活動の円滑な地域移行について、
特に受け皿の質と量の確保に向けどのように取り
組むのか。

保護者、生徒、教員へのアンケートや小学校部活
動の地域移行に係る検証結果を踏まえ、部活動
改革検討委員会で協議する。

スポーツの振興に熊本市民栄誉賞の創設と授与を 部活動の地域移行には丁寧な協議と検討を

発達性ディスレクシア（※2）に関するわかりやすい
リーフレットを作成し、保護者などへの理解の促
進が必要ではないか。

特別支援教育の理解･啓発リーフレットを学校に
配布しており、今後はディスレクシアなどに対す
る支援方法を記載するなど、内容の充実を図る。

認知症の早期発見早期治療には、地域の認知症医
療体制の充実が重要。医師会との連携をどのよう
に考えるか。

「熊本モデル」を円滑に運用するため、医療の提供体
制を構築する熊本県並びに医師会などの各種団
体との連携を強化していく。

発達性読み書き障害の児童・生徒への支援 認知症対策「熊本モデル」の効果的な運用

web3.0やICT、組織の在り方の専門家に意見
を聞き、今後の市役所、市庁舎についての考え
方を構築すべき。

有識者会議における審議状況を踏まえ、議論
を深めていく中で、先端技術の活用などを含め
た本庁舎の在り方について検討していく。

植木バイパスが２０８号線まで到達する予定は
いつ頃か。また、3号線から西環状道路までの
延伸はいつ完成予定か。

西環状道路から国道3号までは令和4年度内の
暫定2車線での開通予定、残り区間も国の開通
時期の公表があり次第、広く周知を図る。

web3.0（※3）時代を見据えた市役所の在り方 北部地域の渋滞解消「植木バイパス」の進捗

新たに小学校４校で民間施設を利用し、小中
各１校で隣接校のプール共用を実施予定であ
り、今後も調査などを行い拡充を検討する。
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